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DRC（障害学生支援部門）

京都大学DRC（障害学生支援部門）は、障害学
生支援の専門部署として、障害のある学生に対
して合理的配慮の提供やその周辺的な様々なサ
ポートを提供。

コロナ禍以降、サポートにICTを活用



情報保障支援の必要性

講義での主な情報伝達手段は音声

聴覚障害等で音声が取得できなければ、

情報を得ることが難しい

講義の情報保障（文字通訳）が必要



ノートテイク

［ノートテイクの種類］

①手書きノートテイク

• 数式や図など、パソコンで表示しにくい情報を伝えやすい

• 実習など移動をともなう場合に、柔軟に対応できる

②PCノートテイク

• 2人で連係入力を行うことで、多くの情報を素早く伝えや
すい

• 文字変換や単語登録機能など、パソコンの機能を使用する
ことでより精度をあげることが可能



PCノートテイク

［従来のPCノートテイク］
• オフラインで使用
• 有線LAN使用して連係→利用者の席が限定的
• 対応OSが限定的

［コロナ禍以降のPCノートテイク］
• インターネットを使用

•遠隔地からサポート可能
→利用者の席が自由、入力者の確保がしやすい

• OSに縛られない（ブラウザで動作する）
→Windows, Mac, iPad, Chromebook等

2,3年で大きく方法やツールが大きく変化



主なアプリの一例

• IPtalk

→Windowsで動作／IPアドレス等の設定が必要（ネット接続不要）

• captiOnline

→ブラウザ上で動作／専用ウェブページで入力（要ネット接続）

• T-TAC Caption

→ブラウザ上で動作／専用ウェブページで入力（要ネット接続）



コロナ禍での遠隔情報保障
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captiOnline

これから講義をはじめ
ます。教科書150ペー
ジを開けてください。

前回の復習からになります。｜

出典：CaptiOnline



現在の遠隔情報保障
講義室

DRC

視覚・音声情報

文字情報

教員

障害学生

入力者

•障害学生は講義室で受講

• ZOOM等で音声を配信

•入力者は遠隔地

•端末で文字情報を見る



遠隔情報保障の課題

•安定したネットワーク環境は必須

•明瞭な音声でないと入力者が聞き取れない

•講義室の音響設備に依存する

•教員や障害学生にも一定の知識が必要（音響の接続／ZOOM操作）



遠隔情報保障の工夫

•安定したネットワーク環境（学内Wi-Fi、eduroam等）

•講義室音響設備や小型無線マイクの活用

•配信（ZOOM等）
➢音声の確認（音声がPCに入力されているか）

➢映像の確認（スライド共有/黒板の撮影）

• DRCがサポート

音響設備にある外部出力

小型無線マイク



音声認識の活用

•講義の情報保障
➢自動で音声を文字化

➢英語による講義

•収録された動画の情報保障
➢文字おこしテキストの配布

➢字幕付与



音声認識アプリ

• UDトーク（音声認識アプリ）
➢リアルタイムで文字におこせる（収録時に文字おこし）
➢音声認識エンジンの選択が可能
➢動画の音声認識には時間がかかる

• Vrew（字幕付与）
➢短時間で文字おこしができる
➢動画と字幕がリンクする
➢字幕の編集が容易（使いやすいUI）
➢原稿テキストやsrtファイルが読み込める

• Premier Pro（字幕付与）
➢短時間で文字おこしができる
➢高価であるが複雑な動画編集ができる
➢Srt形式で書き出し、Vrewで編集という使い方も可能



字幕付与

［従来の字幕付与］

•動画を聞きながらゼロからテキストを入力（聞いては止めての繰り返し…）

→多くの時間が必要

•字幕表出のタイミングをタイムラインで調整

→細かなタイミングの調整が難しい

［現在の字幕付与］

•音声認識で文字おこしの時間が短縮

→主にご認識の修正作業

•自動で字幕と音声がリンク

→音声と字幕のズレが少ない



音声認識の注意点

•必ず誤認識の修正が必要（音声認識アプリ／字幕付与）

→誤認識が多いと修正作業が増える

•単語登録による認識精度の向上（音声認識アプリ）

→専門用語等は単語登録しておく

•読み原稿テキストがあると更に時間を短縮できる（字幕付与）

→（原稿がある場合）テキストの提供を依頼



ATとは

AT（Assistive technology）＝支援技術

「学びやすさ」「生活しやすさ」をアシストする支援技術

•音声認識アプリ

•補聴援助システム

• OCRによるテキストデータ化

•遠隔情報保障システム

•姿勢保持 etc…

大学での授業形態が多様化していく中、
障害のある学生の修学支援におけるAT（支援技術）の活用が注目されている



AT活用の現状と課題

• 日々新しいテクノロジーが開発されている

• アップデート等で新しい機能が追加されることもしばしば

• ATの活用を説明したコンテンツは少ない

• ATを導入して終わりではない（ATは万能ではない）
（例）車椅子の階段昇降機→教室変更できれば良い話、音声認識には修正が必要

導入や活用・運用の際にハードルが生じている



HEAP

twitterwebサイト



ATに関する取り組み

• ATライブラリー
➢支援機器の展示・貸出を実施

➢使用相談も随時対応

• AT Column、Fitting Note
➢ATの活用方法を紹介

• Tips＋動画
➢支援の入門ガイド



権利保障

教育を受ける権利の保障

教育機関としての責任



Contact Us

twitterwebサイト
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